
第七号様式(第35条関係)

（単位：円）

科　　　　目 本年度末 前年度末 増　減

固定資産 1,114,324,296 758,347,271 355,977,025

　有形固定資産 883,121,560 527,168,535 355,953,025

　　土地 43,638,550 43,638,550 0

　　建物 464,690,716 108,156,761 356,533,955

　　建物附属設備 250,326,324 9,509,430 240,816,894

　　構築物 2,458,164 2,772,972 △ 314,808

　　教育研究用機器備品 80,561,281 5,620,213 74,941,068

　　管理用機器備品 11,074,863 3,014,623 8,060,240

　　図書 30,371,661 25,455,985 4,915,676

　　車両 1 1 0

　　建設仮勘定 0 329,000,000 △ 329,000,000

　特定資産 0 0 0

　　第２号基本金引当特定資産 0 0 0

　　第３号基本金引当特定資産 0 0 0

　その他固定資産 231,202,736 231,178,736 24,000

　　権利金 0 0 0

　　差入保証金 2,231,000 2,207,000 24,000

　　出資金 100,000 100,000 0

　　ソフトウェア 0 0 0

　　収益事業元入金 227,471,736 227,471,736 0

　　長期貸付金 1,400,000 1,400,000 0

流動資産 286,139,650 515,438,300 △ 229,298,650

　　現金・預金 281,039,103 512,599,660 △ 231,560,557

　　未収入金 1,128,040 2,438,640 △ 1,310,600

　　貯蔵品 0 0 0

　　前払金 400,000 400,000 0

　　仮払金 593,690 0 593,690

　　立替金 2,978,817 0 2,978,817

資　産　の　部　合　計 1,400,463,946 1,273,785,571 126,678,375

貸 借 対 照 表

令和４年3月31日現在

資　産　の　部



第七号様式(第35条関係)

科　　　　目 本年度末 前年度末 増　減
固定負債 0 5,335,000 △ 5,335,000

　長期借入金 0 5,335,000 △ 5,335,000

　学校債 0 0 0

　長期未払金 0 0 0

　退職給与引当金 0 0 0

流動負債 238,847,765 374,156,716 △ 135,308,951

　短期借入金 5,335,000 12,780,000 △ 7,445,000

　未払金 1,468,782 182,795,144 △ 181,326,362

　前受金 229,550,000 177,335,000 52,215,000

　預り金 2,493,983 1,246,572 1,247,411

　仮受金 0 0 0

　１年以内償還予定学校債 0 0 0

負　債　の　部　合　計 238,847,765 379,491,716 △ 140,643,951

科　　　　目 本年度末 前年度末 増　減
基本金 931,831,813 356,918,977 574,912,836

　第１号基本金 916,940,395 341,096,870 575,843,525

　第２号基本金 0 0 0

　第３号基本金 0 0 0

　第４号基本金 14,891,418 15,822,107 △ 930,689

繰越収支差額

　翌年度繰越収支差額 229,784,368 537,374,878 △ 307,590,510

純　資　産　の　部　合　計 1,161,616,181 894,293,855 267,322,326

負債及び純資産の部合計 1,400,463,946 1,273,785,571 126,678,375

注記　1.　重要な会計方針
　　　　　引当金の計上基準
　　　　　①　徴収不能引当金
　　　　　　　貸付金の徴収不能に備えるため、個別に見積もった徴収不能見込み額を計上している。
　　　　　②　退職給与引当金
　　　　　　　退職金規定がない為、退職給与引当金は計上していない。
　　　2.　重要な会計方針 該当事項なし
　　　3.　減価償却額の累計額の合計額 294,786,505　円
　　　4.　徴収不能引当金の合計額 0　円
　　　5.　担保に供されている資産の種類及び額 該当事項なし
　　　6.　翌会計年度以後の会計年度において基本金への組入れを行うこととなる金額 0　円
　　　7.　当該会計年度の末日において第４号基本金に相当する資金を有していない場合のその旨と対策

第４号基本金に相当する資金を有しており、該当しない
　　　8.　その他財政及び経営の状況を正確に判断するために必要な事項 該当事項なし

負　債　の　部
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